
資
料

不
破
義
信

ま
え
が
き

東
京
大
学
医
学
部
の
初
期
に
は
医
学
通
学
生
（
明
治
十
三
年
十
月
よ
り
別

課
と
呼
称
）
と
正
則
生
の
二
本
建
で
あ
っ
た
。
通
学
生
は
名
称
の
示
す
通
り

通
学
生
で
あ
り
、
比
較
的
高
年
齢
の
者
で
編
成
さ
れ
、
授
業
は
日
本
人
教
官

よ
り
受
け
、
年
限
は
四
年
で
あ
っ
た
。
正
則
生
は
若
年
者
ば
か
り
で
講
義
は

外
人
教
師
を
主
と
し
、
外
国
語
で
行
わ
れ
、
全
員
入
寮
制
を
建
前
と
し
た

が
、
後
通
学
す
る
者
も
生
じ
た
。
修
業
年
限
も
、
予
科
本
科
よ
り
な
る
た
め

長
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
通
学
、
正
則
の
二
様
の
制
度
は
明
治
十
二
年

第
一
回
の
卒
業
生
を
出
し
て
以
来
同
二
十
二
年
六
月
の
卒
業
ま
で
継
続
、
以

来
別
課
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
十
年
間
に
別
課
よ
り
一
千
百
余
名
の
卒
業
生

を
出
し
、
近
代
医
学
を
体
得
し
た
者
と
し
て
社
会
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
大

で
あ
っ
た
。

さ
て
、
本
稿
の
資
料
は
医
学
通
学
生
で
、
明
治
十
二
年
第
一
回
卒
業
生
と

し
て
名
を
列
ね
る
不
破
震
吉
と
、
更
に
明
治
十
一
年
通
学
生
と
し
て
入
学
し

イ
シ
ン

た
親
族
の
間
碕
周
治
の
両
人
が
、
震
吉
の
兄
不
破
為
信
に
折
に
ふ
れ
郵
送
し

た
私
信
の
う
ち
よ
り
医
学
部
初
期
の
様
子
を
窺
ひ
知
る
こ
と
の
で
き
る
も
の

を
抽
出
し
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
尚
是
等
の
書
簡
以
外
に
参
考
に

在
学
生
の
書
簡
よ
り
み
た

第
一
次
東
京
大
学
医
学
部
の
一
面

な
る
書
信
も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
ら
な
い
の
で
、
断

片
的
な
記
事
の
接
続
で
あ
る
た
め
文
体
と
し
て
不
自
然
な
点
も
あ
る
け
れ
共

寛
恕
さ
れ
た
い
。

注
第
一
次
東
京
大
学
と
は
現
在
の
東
京
大
学
と
対
比
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
両

者
の
間
に
帝
国
大
学
と
呼
ん
だ
時
代
を
挟
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
章
明
治
十
一
年
五
月
施
行
の
入
学
試
験
の
概
要

間
碕
周
治
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
通
学
生
六
○
名
を
入
門
許
可
と
し
た
が
凡

そ
三
百
名
の
志
望
者
で
中
中
の
入
学
難
で
あ
っ
た
由
を
記
し
て
い
る
。

五
月
二
日
よ
り
十
三
日
ま
で
漢
学
の
試
験
あ
り
、
そ
の
問
九
日
と
十
日
は

三
百
名
一
度
に
数
学
の
試
験
が
行
わ
れ
た
。
試
験
の
課
目
は
左
の
通
り

一
大
日
本
史
日
本
外
史
日
本
政
記

一
文
章
軌
範
綱
鑑
易
知
録
通
鑑
博
物
新
編
全
体
新
諭

以
上
素
読書
取

窮
理
書
病
理
書
薬
剤
書

数
学

第
一
間
一
日
ノ
長
サ
九
時
五
分
ノ
三
ナ
ル
ト
キ
ハ
太
陽
出
没
何
時
ナ
ル
ャ

第
二
間
東
京
卜
程
ヶ
谷
卜
相
隔
ツ
ル
コ
ト
九
里
三
分
ノ
ニ
ナ
リ
、
今
此
両

所
ヨ
リ
馬
車
出
発
シ
テ
互
一
一
府
ト
駅
ト
’
一
至
ル
、
但
シ
甲
〈
一
時
間
一
一
行

ク
コ
ト
三
里
、
乙
ハ
ー
里
四
分
ノ
三
ナ
リ
ト
云
ウ
。
甲
乙
何
時
ニ
シ
テ
途

中
一
一
出
逢
ャ
、
亦
其
出
逢
迄
何
里
宛
走
ル
ャ

第
三
間
一
戦
ノ
後
一
聯
隊
ノ
死
亡
ヲ
算
ス
ル
’
一
第
一
大
隊
ノ
第
一
中
隊
一
一

於
テ
僅
一
一
其
四
分
ノ
ー
ヲ
残
セ
リ
、
此
中
隊
一
一
於
テ
失
ヒ
シ
人
員
ハ
全
隊
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第
二
章
明
治
十
二
年
施
行
、
第
一
回
通
学
生
卒
業
試
験
と

合
格
者
氏
名

学
課
（
授
業
）
は
二
月
限
り
で
終
了
、
三
月
、
四
月
は
試
験
に
備
え
休

課
。

キ
ュ
ウ

不
破
震
吉
書
簡
に
よ
れ
ば
「
何
分
学
課
多
ク
害
数
竹
織
一
一
テ
三
笈
ア
リ
、

夜
中
就
毒
安
眠
セ
ズ
、
奮
発
勉
強
ス
」
と
あ
る
。
三
月
十
日
頃
試
験
規
則
一

部
宛
渡
る
。
三
月
三
十
一
日
試
問
の
模
様
、
試
問
の
学
課
等
監
事
局
よ
り
布

生
ロ
。

試
験
学
課
は
左
の
通
り
。

第
一
大
学
課
解
剖
学
及
実
地
解
剖
生
理
学

二
於
テ
失
イ
シ
人
員
ノ
七
分
一
ナ
リ
、
今
残
兵
ヲ
各
隊
平
均
ス
レ
バ
ー
中

隊
三
八
人
宛
ナ
リ
、
依
テ
問
う
、
最
初
全
体
之
人
数
幾
何
ナ
ル
ャ
、
但
シ

ー
聯
隊
ハ
ニ
大
隊
ナ
リ
、
一
大
隊
は
五
中
隊
ナ
リ

第
四
間
外
二
分
数
四
則

以
上
四
問
題
一
○
時
ヨ
リ
ニ
時
迄
二
答
フ
ル
也

彼
の
記
述
に
よ
れ
ば
「
今
ま
で
洋
、
和
算
共
算
術
等
は
更
に
存
ぜ
ず
、
三

月
二
十
九
日
よ
り
俄
に
算
術
家
え
通
学
、
昼
夜
勉
励
し
た
」
と
あ
る
が
、
青

少
年
時
代
を
専
ら
漢
学
塾
で
過
し
た
彼
に
と
っ
て
は
無
理
な
話
で
あ
る
。
更

に
記
述
に
よ
れ
ば
「
五
月
入
間
試
験
の
節
願
込
の
人
員
多
き
が
故
に
試
験
の

上
適
当
の
者
二
組
に
分
け
、
一
組
は
五
月
入
門
致
し
、
一
組
は
十
一
月
試
験

を
要
せ
ず
入
門
許
可
に
相
成
る
べ
き
旨
御
掲
示
に
相
成
」
云
々
と
あ
り
、
彼

は
幸
い
十
一
月
組
に
編
入
さ
れ
た
。
当
時
は
一
年
に
二
回
宛
入
門
が
行
わ
れ

た
。

第
三
章
進
級
証
と
卒
業
証
書

現
在
の
証
書
と
は
大
い
に
様
式
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
参
考
迄
に

登
載
す
る
こ
と
と
す
る
。
い
ず
れ
も
不
破
震
吉
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

第
二
大
学
課
外
科
総
論
外
科
各
論

○
◎
０
◎

外
科
臨
床
講
義
三
日
間
即
チ
キ
リ
’
－
１
キ
眼
科

第
三
大
学
課
内
科
総
論
内
科
各
論

内
科
キ
リ
’
－
－
キ
三
日
間
産
科
薬
剤
学

五
月
二
日
よ
り
試
験
開
始
六
月
十
日
終
了
十
五
日
に
仮
に
証
書
授
与
さ

れ
、
真
の
卒
業
証
書
は
七
月
授
与
と
あ
る
。

五
月
二
十
七
日
の
書
簡
に
よ
れ
ば
同
課
の
者
三
六
名
中
今
ま
で
に
五
名
落

第
と
記
し
て
い
る
。

結
局
卒
業
生
は
左
の
通
り

飯
嶋
泰
亮
伊
藤
祐
賢
今
井
欧
二
今
田
龍
之
助

梅
田
了
楳
田
登
岡
本
堪
小
川
知
彰

小
野
玄
海
加
藤
国
三
郎
嘉
屋
冨
次
郎
川
井
玄
斎

熊
田
修
司
五
斗
信
吉
近
藤
正
鉄
斎
藤
武
善

佐
々
木
轍
佐
藤
玄
達
佐
藤
鯉
一
郎
猿
渡
常
安

瀬
尾
元
添
田
芳
三
郎
高
橋
元
英
滝
沢
清
顕

千
葉
寅
治
徳
田
周
輔
服
部
宣
造
不
破
震
吉

堀
内
哲
堀
藤
七
守
本
規
秀
（
以
上
三
一
名
五
○
音
順
）

右
氏
名
は
「
東
京
大
学
医
学
部
別
課
生
卒
業
生
名
簿
」
日
本
医
史
学
雑
誌

二
三
巻
一
号
酒
井
、
鈴
木
氏
発
表
に
よ
る
。
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付
記
米
印
進
級
証
並
に
卒
業
証
書
の
米
印
は
成
績
を
甲
乙
丙
等
で
示

す
↑
〕進
級
証
の
大
さ
縦
二
十
三
糎
横
三
十
一
糎

東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
一
四
九
Ｐ
に
は
明
治
十
年
四
月
十
二
日
東
京
医

学
校
と
東
京
開
成
学
校
が
合
併
し
て
東
京
大
学
が
創
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
進
級
証
に
よ
れ
ば
明
治
九
年
十
一
月
既
に
東
京
大
学
医
学

部
の
名
称
を
用
い
て
い
る
。
今
後
の
研
究
を
期
待
す
る
。

氏
名

物
理
学
米
印

化
学
米
印

解
剖
学
米
印

生
理
学
米
印

右
試
業
ノ
成
績
一
一
由
テ

此
進
級
証
ヲ
授
与
ス

明
治
九
年
十
一
月

進

級

東
京
大
学
医
学
部

証

付
記
通
医
第
○
号
と
は
医
学
通
学
生
の
成
績
順
位
を
示
す
数
字
と
思

わ
れ
る
。

証
書
の
大
さ
は
縦
三
十
四
糎
、
横
四
十
五
、
五
糎
で
進
級
証
に
比
し

卒
業
証
書

○
○
県
族
称

氏
名
○
○
年
○
ヶ
月

医
学
卒
業
候
事

卒
業
試
問
全
成
績
米
印

解
剖
学
米
印
生
理
学
米
印

外
科
病
床
実
験
米
印
外
科
論
理
米
印

眼
科
米
印
内
科
病
床
実
験
米
印

病
理
学
米
印
薬
剤
学
米
印

産
科
米
印

試
問
委
員

明
治
十
二
年
六
月
東
京
大
学
医
学
部
教
授

三
宅
秀
回

東
京
大

学
医
学
桐
原
真
節
回

部
之
印
通

樫
村
清
徳
回

医

田
口
和
美
回
第○

橋
本
綱
常
回
号

足
立
寛
回

永
松
東
海
回

東
京
大
学
医
学
部
綜
理

注
池
田
謙
斎
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第
四
章
拾
遺
録

本
稿
に
於
て
は
不
破
震
吉
と
問
碕
周
治
の
書
簡
の
う
ち
に
点
在
し
て
い
る

医
学
関
係
或
は
大
学
関
係
の
事
項
を
参
考
ま
で
に
収
録
し
た
。

そ
の
一
十
一
年
十
月
十
五
日
の
書
簡

近
々
下
谷
、
和
泉
橋
、
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に
て
内
、
外
科
臨
床
講
義

相
始
り
候
故
、
一
層
多
忙
に
相
成
る
可
く
と
存
じ
候
。

付
記
医
学
通
学
生
の
専
用
の
臨
床
教
育
機
関
と
し
て
十
一
月
開
設
さ

０
０

れ
、
東
京
大
学
医
学
部
付
属
医
院
と
称
し
、
本
郷
の
病
院
は
東
京
大
学
医
学

部
医
院
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
後
本
郷
を
第
一
、
和
泉
橋
を
第
二

と
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
第
二
医
院
は
現
在
の
三
井
厚
生
病
院
の
前
身
で
あ

》
（
》
Ｏ

そ
の
二
十
一
年
十
一
月
十
八
日
の
書
簡

大
試
験
は
規
則
に
依
れ
ば
十
二
月
な
り
、
然
る
に
未
だ
何
の
沙
汰
も
御
座

無
く
間
、
同
課
（
同
級
）
の
諸
友
と
計
り
、
期
日
御
定
め
被
下
度
旨
、
校
長

ア
イ
マ
イ

ヘ
嘆
願
に
及
び
候
処
、
甚
だ
暖
昧
の
返
答
に
て
未
だ
相
分
ら
ず
云
命

そ
の
三
十
二
年
一
月
二
十
一
日
の
害
簡

昨
十
二
月
小
生
（
震
吉
）
輩
大
試
験
可
有
之
の
筈
の
処
、
病
者
少
な
く
、

ル
ス

且
教
員
橋
本
先
生
（
綱
常
？
）
陸
軍
病
院
御
用
に
て
他
県
へ
出
張
御
留
主
中

に
候
間
、
臨
床
講
義
有
之
候
共
十
分
行
届
か
ず
候
。
月
迫
に
相
成
り
帰
京
致

見
事
な
も
の
で
あ
る

注
池
田
謙
斎
越
後
長
岡
藩
士
、
入
沢
健
蔵
の
二
男
、
望
ま
れ
て
池
田
家
を
桐

ぐ
、
独
逸
に
留
学
す
る
こ
と
六
年
、
帰
朝
後
要
職
を
歴
任
、
十
年
東
京
大
学

綜
理
、
大
正
七
年
四
月
死
去
、
七
八
歳
。

さ
れ
、
因
っ
て
、
本
年
暫
く
は
臨
床
講
義
有
之
、
然
る
後
、
大
試
験
有
之
と

申
す
事
な
り
。
既
に
本
月
八
日
よ
り
内
外
臨
床
講
義
有
之
、
各
々
両
三
名
の

患
者
受
持
ち
に
相
成
、
一
日
中
一
、
二
回
診
察
に
参
り
候
。

そ
の
四
十
二
年
二
月
三
日
の
書
簡

ク
ル
ッ
プ

（
気
管
切
開
術
に
つ
い
て
）
格
魯
布
患
者
は
東
京
府
下
の
住
人
の
小
児
に

て
年
齢
三
歳
也
。
此
童
子
の
姉
年
七
歳
既
に
格
魯
布
に
罹
り
、
市
中
の
医
師

施
療
中
に
死
亡
し
、
即
時
右
の
小
児
え
伝
染
し
、
余
程
重
進
致
し
て
後
、
付

セ
ツ

属
病
院
に
来
り
治
を
乞
う
。
価
て
医
学
士
橋
本
綱
常
先
生
気
管
赦
開
法
を
施

さ
れ
候
処
、
此
術
は
医
学
部
に
於
て
も
珍
手
術
故
、
傍
観
志
願
者
多
分
有

（
注
）

之
、
然
処
震
吉
氏
同
期
の
者
第
一
よ
り
第
一
○
迄
の
者
に
限
り
傍
観
補
助
許

可
に
な
り
、
価
て
震
吉
氏
都
合
一
○
名
三
十
一
日
よ
り
外
科
手
術
室
え
出

頭
、
手
術
終
っ
て
後
患
者
を
保
護
し
、
且
患
者
の
回
復
或
は
死
亡
迄
の
経
過

を
筆
記
致
す
よ
う
橋
本
先
生
よ
り
命
ぜ
ら
れ
候
に
付
、
其
日
よ
り
帰
宿
す
る

こ
と
な
く
、
昼
夜
五
名
づ
つ
隔
番
に
て
保
護
致
さ
れ
候
。

付
記
こ
の
書
簡
は
間
碕
周
治
が
不
破
震
吉
に
代
り
記
す
。

注
第
一
よ
り
第
一
○
迄
の
者
成
績
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
五
脚
気
病
に
つ
い
て

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
七
月
十
日
、
神
田
一
シ
橋
に
脚
気
病
院
が
新

設
さ
れ
、
患
者
を
二
分
し
、
漢
洋
の
比
較
治
療
を
開
始
し
た
。
結
果
は
漢
法

ス
モ
ウ

が
効
果
的
で
、
当
時
こ
れ
を
脚
気
角
力
と
称
し
た
と
い
う
。
こ
と
程
左
様
に

脚
気
は
流
行
病
の
観
を
呈
し
、
貴
賎
上
下
の
別
な
く
多
発
し
た
。
十
四
代
将

イ
エ
モ
チ

軍
家
茂
の
未
亡
人
和
宮
も
明
治
十
年
三
二
歳
の
若
さ
で
こ
の
病
気
で
他
界
さ

れ
た
こ
と
を
承
て
も
想
像
が
つ
く
訳
で
あ
る
。
不
破
震
吉
の
書
簡
を
承
る

と
、
彼
自
身
も
明
治
十
年
脚
気
に
罹
患
、
一
応
軽
快
し
た
が
十
一
年
四
月
再
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発
、
十
月
初
旬
よ
り
症
状
顕
著
と
な
り
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
下

肢
に
腫
気
、
心
悸
冗
進
、
脈
榑
百
十
五
、
六
、
歩
行
時
に
は
呼
吸
短
息
、
依

っ
て
利
水
剤
は
勿
論
、
下
剤
を
用
い
－
日
三
、
四
行
の
処
、
漸
く
十
二
月
に

至
り
快
方
に
向
う
」
と
あ
り
、
当
時
の
医
学
用
語
、
医
療
の
一
面
を
知
る
一

助
と
し
て
蛇
足
な
が
ら
登
載
し
た
。

付
記
奇
し
く
も
将
軍
家
茂
も
慶
応
二
年
二
一
歳
で
脚
気
に
て
死
去
し

た
。

そ
の
六
十
二
年
三
月
二
十
二
日
の
書
簡

医
学
部
通
学
生
の
雇
傭
に
つ
い
て

右
に
つ
い
て
震
吉
の
書
簡
は
次
の
よ
う
に
、
大
学
側
の
採
っ
た
方
針
を
記

し
て
い
る
。

「
他
県
ヨ
リ
医
学
部
ヱ
通
学
卒
業
生
徒
雇
ヒ
ニ
参
り
候
節
〈
月
給
三
等
一
一

分
チ
、
五
月
大
試
験
ノ
成
績
一
一
因
ツ
テ
上
等
七
○
円
、
中
等
六
○
円
、
下
等

五
○
円
卜
相
定
メ
ラ
レ
候
。
且
又
、
通
学
生
ノ
学
課
モ
本
年
五
月
卒
業
致
ス

人
ノ
外
皆
八
期
一
一
相
成
候
一
一
付
年
限
モ
満
四
ヶ
年
ト
相
定
リ
候
」

付
記
右
の
数
字
は
当
時
の
世
情
か
ら
す
れ
ば
将
に
破
天
荒
の
高
額
で
あ

っ
た
。

そ
の
七
同
じ
く
同
日
付
書
簡

イ
キ
サ
ッ

卒
業
証
書
授
与
の
経
緯

「
医
学
部
綜
理
池
田
先
生
ヨ
リ
仰
セ
出
ラ
レ
候
一
兵
、
医
学
部
新
築
ノ
後

未
タ
開
校
式
モ
無
之
、
且
規
則
モ
全
備
致
サ
ズ
候
問
、
本
年
卒
業
ノ
正
則
生

｝
一
医
学
士
ノ
免
状
渡
シ
難
キ
ー
付
テ
ハ
通
学
生
一
一
卒
業
証
書
〈
与
エ
ズ
シ
テ

内
務
省
医
術
開
業
免
状
ノ
ミ
相
渡
ス
可
ト
申
サ
レ
候
処
、
教
官
一
統
ヨ
リ
折

（
マ
マ
）

角
永
を
教
授
致
シ
テ
卒
業
証
書
相
渡
サ
ズ
候
テ
ハ
骨
折
替
モ
之
ナ
ク
、
生
徒

二
於
テ
モ
残
念
二
候
間
、
卒
業
証
書
必
ズ
相
渡
シ
度
様
申
サ
レ
侯
｝
一
付
此
頃

迄
談
論
紛
を
一
定
仕
ラ
ズ
候
へ
共
、
方
今
評
議
ノ
上
卒
業
証
書
並
一
一
医
術
開

業
免
状
相
渡
ス
可
様
確
定
仕
り
候
」

そ
の
八
十
二
年
六
月
十
五
日
の
書
簡
要
略

明
治
十
一
年
に
入
学
を
許
さ
れ
た
間
碕
周
治
等
の
学
課
は
十
二
年
四
月
二

十
日
迄
行
わ
れ
、
試
験
は
五
月
十
六
日
開
始
、
二
十
六
日
に
終
了
し
た
。
是

は
第
一
学
課
で
、
窮
理
学
、
無
機
化
学
、
解
剖
学
（
骨
論
並
一
一
靱
帯
学
）
で

一
課
に
つ
き
五
問
題
許
り
出
さ
れ
、
其
結
果
は
同
期
の
者
百
六
○
名
の
う
ち

百
名
及
第
、
六
○
名
落
第
し
た
と
い
う
。
幸
に
間
碕
周
治
は
中
位
以
上
の
成

績
で
及
第
し
た
が
中
中
厳
し
い
試
験
と
い
え
る
。
更
に
第
二
期
の
学
課
は
動

物
学
、
植
物
学
、
有
機
化
学
、
解
剖
学
（
筋
学
、
脈
管
学
、
内
臓
学
、
神
経

学
）
で
あ
る
が
試
験
の
期
日
の
明
記
は
な
い
。
以
上
を
以
て
間
碕
周
治
の
東

大
で
の
勉
学
の
記
載
は
終
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿
の
あ
と
が

き
「
間
碕
周
治
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
五
章
明
治
天
皇
東
京
大
学
医
学
部
に
御
臨
幸

明
治
十
二
年
四
月
二
十
二
日
天
皇
の
臨
幸
に
際
し
一
学
生
と
し
て
前
代
未

聞
の
盛
儀
に
参
列
し
た
間
碕
周
治
が
当
日
の
模
様
を
伯
父
の
不
破
為
信
に
大

学
当
局
の
通
達
と
共
に
自
ら
の
見
聞
を
郵
送
し
た
。
当
日
の
状
況
を
具
体
的

に
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
珍
ら
し
い
資
料
と
言
え
る
か
と
思
う
。

そ
の
一
来
ル
ー
十
二
日
本
部
開
業
式
施
行

御
臨
幸
相
成
候
二
付
本
日
ヨ
リ
諸
教
場
休
業
候
条
此
旨
相
達
侯
事
。

明
治
十
二
年
四
月
十
五
日

東
京
大
学
医
学
部
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そ
の
二
来
ル
ー
十
二
日
、
本
部
開
業
式
施
行
之
儀
別
紙
之
通
り
被
達
候

一
一
付
テ
ハ
、
同
日
各
級
生
徒
一
同
正
午
一
二
時
迄
一
一
通
学
教
場
へ
参
集
シ
、

総
テ
監
事
之
指
揮
｝
一
従
上
奉
迎
、
奉
送
之
敬
礼
ヲ
行
フ
ベ
シ
・

但
シ
当
日
小
礼
服
着
用
ス
。
ヘ
キ
筈
二
候
得
共
、
若
シ
所
持
セ
サ
ル
ハ
羽

織
、
袴
代
用
不
苦
候
条
、
此
段
為
心
得
相
達
候
事
。

明
治
十
二
年
四
月
十
五
日

東
京
大
学
医
学
部

そ
の
三
東
京
大
学
医
学
部
開
業
式

（
注
）

一
本
日
第
十
一
時
文
部
大
輔
並
一
一
本
部
綜
理
、
教
授
、
職
員
等
大
礼
服
着

用
参
校

一
正
午
一
二
時
三
○
分
御
出
門
本
部
え
臨
御
、
皇
族
、
大
臣
、
参
議
、

大
政
官
、
書
記
官
等
供
奉
但
シ
儀
仗
兵
〈
本
部
門
前
一
一
、
諸
生
徒
〈
門

外
左
右
整
列
ノ
事

一
午
後
一
時
｝
一
着
御
、
省
院
ノ
長
、
次
官
並
二
本
部
綜
理
、
教
授
職
員
等

門
内
奉
迎
、
文
部
大
輔
、
式
部
頭
御
先
導
御
休
憩
所
之
着
御

一
文
部
大
輔
式
部
頭
一
一
付
シ
事
具
ス
ル
由
ヲ
言
上
ス

ー
出
御
、
文
部
大
輔
、
式
部
頭
御
先
導
式
場
え
着
御

一
文
部
大
輔
御
前
一
一
進
ミ
本
部
全
図
及
上
教
則
ヲ
奉
呈

一
勅
語
ア
リ

一
文
部
大
輔
並
二
本
部
綜
理
及
上
外
国
人
教
授
総
代
祝
詞
ヲ
奏
ス

オ
ワ
ッ

右
畢
テ
文
部
大
輔
、
本
部
綜
理
御
先
導
、
諸
教
授
及
と
医
院
御
通
覧
了

テ
、
御
休
憩
所
エ
入
御
、
暫
時
御
休
憩

一
還
御
、
省
院
長
、
次
官
以
下
奉
送
諸
生
徒
、
儀
仗
兵
等
整
列
、
敬
礼
等

総
テ
臨
御
之
節
之
如
シ

一
式
畢
テ
衆
庶
之
縦
覧
ヲ
許
ス
。

そ
の
四
本
部
正
則
医
学
、
製
薬
学
ノ
通
学
ス
ル
者
及
上
医
学
、
製
薬
学

通
学
生
徒
ハ
臨
御
之
礼
終
ラ
ハ
通
学
教
場
｝
一
於
テ
折
詰
ヲ
渡
ス
ヘ
ク
為
メ

前
以
テ
切
符
ヲ
下
付
致
シ
置
ク
ヘ
ク
候
一
一
付
左
之
日
割
ヲ
違
ヘ
ス
同
日
監

事
局
エ
受
取
一
一
出
へ
シ

来
ル
十
八
日
午
前
九
時
通
学
各
生
徒

来
ル
十
九
日
午
前
十
時
正
則
学
通
学
各
生
徒

明
治
十
二
年
四
月
十
五
日

監
事
局

注
文
部
大
輔
今
日
の
文
部
大
臣
で
田
中
不
二
磨
そ
の
任
に
当
る
、
も
と
尾
張

藩
士
、
維
新
に
功
あ
り
、
用
い
ら
れ
て
文
部
大
輔
、
司
法
大
臣
に
も
な
る
、

明
治
四
十
二
年
没
。

追
録
間
碕
周
治
の
書
簡
よ
り
関
係
分
を
記
せ
ば

「
医
学
部
開
校
式
は
皇
国
第
一
の
学
校
な
れ
ば
余
程
盛
大
に
て
、
二
十
二

日
正
午
十
二
時
よ
り
、
校
門
右
側
に
近
衛
兵
一
大
隊
各
礼
服
に
て
二
列
に
整

列
、
左
側
に
生
徒
千
五
百
名
二
列
に
整
列
し
、
門
内
に
は
左
右
に
綜
理
、
教

員
、
学
校
掛
り
官
員
整
列
致
し
、
化
学
局
諸
教
場
、
病
院
共
各
器
械
を
陳
列

し
、
解
剖
局
に
は
器
械
、
種
だ
の
人
体
内
臓
等
ア
ル
コ
ー
ル
漬
等
列
ね
余

程
の
奇
観
な
り
。
其
外
筆
紙
に
尽
し
か
た
し
。
且
主
上
の
勅
語
等
も
あ
り

一
云
々
」

尚
、
序
な
が
ら
こ
の
盛
儀
の
た
め
の
準
備
の
模
様
も
や
は
り
彼
の
書
簡
に

よ
り
記
せ
ば

「
当
節
は
学
校
地
内
の
飾
付
に
数
十
人
の
人
足
を
雇
い
、
本
月
上
旬
よ
り

サ
イ
ソ
ウ
シ
ユ
ッ
タ
イ

頻
に
酒
掃
並
に
所
為
の
営
繕
等
致
し
居
候
て
、
漸
く
出
来
仕
候
に
付
、
明
後
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不
破
為
信
の
次
弟
の
周
治
と
称
す
る
者
、
尾
張
亀
崎
（
現
在
半
田
市
の
内
）

の
医
師
間
碕
謙
三
の
養
子
と
な
り
医
業
に
従
事
し
て
い
た
が
明
治
三
年
死

亡
、
本
文
の
周
治
は
そ
の
長
男
で
初
名
は
文
治
、
父
の
死
後
周
治
を
襲
名
し

た
。
嘉
永
六
年
九
月
十
七
日
の
生
れ
で
あ
る
。
明
治
十
一
年
同
じ
く
東
大
医

学
部
通
学
課
程
に
入
学
、
震
吉
と
同
宿
し
て
勉
学
す
る
。
伯
父
の
為
信
に
震

吉
共
々
詳
細
に
近
況
を
報
告
し
た
の
が
本
文
の
資
料
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

十
二
年
八
月
震
吉
の
卒
業
に
よ
る
帰
省
に
際
し
、
夏
季
休
暇
を
利
用
し
て
共

日
文
部
省
並
に
式
部
寮
よ
り
下
見
に
御
出
彼
遊
候
由
、
定
而
見
事
な
る
事
と

存
候
。
尤
も
奏
楽
も
有
之
候
と
の
こ
と
な
り
云
女
一

卒
中
で
急
死
し
た
。
享
年

○
間
碕
周
治
に
つ
い
て

本
文
の
資
料
は
前
記
の
よ
う
に
不
破
震
吉
と
間
碕
周
治
の
書
簡
に
基
づ
く

イ
サ
サ
カ

も
の
で
あ
る
の
で
、
両
氏
に
つ
い
て
柳
説
明
を
し
て
あ
と
が
き
に
替
え
よ
う

と
思
う
。

○
不
破
震
吉
は
嘉
永
四
年
六
月
二
十
六
日
美
濃
国
羽
栗
郡
不
破
一
色
村

（
新
幹
線
岐
阜
羽
島
駅
北
方
三
粁
）
現
在
岐
阜
県
羽
島
市
正
木
町
不
破

一
色
の
代
々
医
を
業
と
す
る
家
に
生
れ
、
不
破
為
信
の
末
弟
で
明
治
七
年
二

月
二
十
六
日
遊
学
の
た
め
上
京
、
そ
の
時
は
未
だ
東
京
大
学
医
学
部
は
存
在

し
な
い
か
ら
前
身
で
あ
る
東
京
医
学
校
に
入
学
、
在
学
中
に
東
京
大
学
医
学

部
と
な
り
、
医
学
通
学
生
の
部
を
第
一
回
の
卒
業
生
と
し
て
明
治
十
二
年
卒

業
、
故
郷
に
錦
を
着
て
帰
郷
し
た
。
そ
の
後
郷
里
の
近
く
で
開
業
し
た
が
門

前
市
を
な
す
盛
況
で
あ
っ
た
由
で
あ
る
が
、
明
治
十
八
年
十
一
月
十
九
日
脳

卒
中
で
急
死
し
た
。
享
年
三
十
五
歳
で
あ
っ
た
。

あ
と
が
き

に
出
立
帰
家
し
た
が
、
そ
の
後
復
学
し
た
様
子
の
な
い
と
こ
ろ
を
桑
る
と
、

恐
ら
く
実
家
に
未
亡
人
の
母
を
残
し
て
留
学
を
続
け
る
こ
と
に
無
理
が
生
じ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
又
一
面
こ
の
ま
ま
で
医
術
開
業
免
許
を
得
る
可
能

性
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
．
果
せ
る
か
な
、
永
年
伯
父
為
信
の
指

導
を
受
け
た
の
と
叔
父
震
吉
よ
り
西
洋
医
学
を
修
得
し
た
履
歴
を
認
め
ら

れ
、
明
治
十
五
年
九
月
二
十
二
日
愛
知
県
よ
り
甲
第
八
百
十
九
号
で
「
医
術

開
業
免
許
候
事
」
の
免
状
を
下
附
さ
れ
て
い
る
。
大
正
四
年
九
月
二
十
三
日

没
。
免
許
時
の
愛
知
県
令
は
國
定
廉
平
で
あ
る
．

付
記
不
破
為
信
文
政
十
二
年
生
、
明
治
三
十
二
年
五
月
没
、
七
十
一

歳
。
間
碕
周
治
（
初
代
）
天
保
三
年
生
、
明
治
三
年
六
月
没
、
三

タ
カ
シ
ナ

十
九
歳
、
共
に
京
都
御
所
の
典
医
高
階
丹
後
介
の
門
人
。

（
岐
阜
女
子
大
学
）
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